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自
民
党
新
総
裁

選
の
結
果
、岸
田

文
雄
氏
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。こ
の

ま
ま
い
け
ば
第
百

代
め
の
総
理
大
臣
に
選
出
さ

れ
る
見
通
し
で
す
。コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
、経
済
対
策

な
ど
へ
の
抱
負
を
示
し
、手

腕
が
問
わ
れ
ま
す
が
、無
派

閥
だ
っ
た
菅
前
総
理
と
異
な

り
、派
閥
の
し
が
ら
み
を
感

じ
さ
せ
る
人
事
な
ど
か
ら
、

や
は
り
従
来
の
自
民
党
政
治

を
踏
襲
す
る
の
で
し
ょ
う
か

▼
国
民
の
思
い
を
政
治
に
反

映
で
き
る
選
挙
が
迫
っ
て
い

ま
す
。必
ず
投
票
し
ま
し
ょ

う
。選
挙
期
日
に
投
票
所
に

行
け
な
い
場
合
も
次
の
よ
う

な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。期
日
前
投
票
は
選
挙
期

日（
投
票
日
）の
公
示
日
翌
日

か
ら
選
挙
期
日
の
前
日
ま
で

に
期
日
前
投
票
所
で
投
票
、

不
在
者
投
票
は
仕
事
や
旅
行

の
滞
在
先
の
市
区
町
村
、国

外
、洋
上
な
ど
で
の
投
票
が

可
能
で
す
▼
ま
た
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
で
宿
泊
・
自
宅
療

養
中
な
ど
の
人
も
特
例
郵
便

投
票
が
で
き
ま
す
。投
票
当

日
の
四
日
前
ま
で
に
選
挙
管

理
委
員
会
に
投
票
用
紙
の
請

求
書
と「
外
出
自
粛
要
請
」等

の
書
面
を
送
付
。送
ら
れ
た

投
票
用
紙
・
封
筒
に
記
載
し

郵
便
等
で
送
付
す
れ
ば
Ｏ
Ｋ

で
す
▼
衆
院
議
員
の
定
数
は

総
数
四
百
六
十
五
人
。小
選

挙
区
二
百
八
十
九
人
で
各
都

道
府
県
二
～
二
十
五
区（
一

選
挙
区
一
人
当
選
）、比
例
代

表
は
百
七
十
六
人
で
全
国

十
一
ブ
ロ
ッ
ク（
一
選
挙
区

六
～
二
十
八
人
当
選
）。大
政

党
に
有
利
な
小
選
挙
区
制
に

は
投
票
率
の
増
が
カ
ギ
で
す
。

（
Ｋ
）

仲
間
を
増
や
す
秋
の
拡
大
月
間

　

仲
間
を
増
や
す
秋
の
組
織
拡
大
月
間
（
９
月
１
日
～
11
月

５
日
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と

で
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
が
、
身
近
に
組
合
未
加
入
の
建

設
労
働
者
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
支
部
ま
で
紹
介
を
お

願
い
し
ま
す
。

わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
提
供

を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
使
っ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機

能
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
上
）

を
読
み
取
れ
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
友
だ
ち
追
加
画
面
に
推

移
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
友

だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

イ
ン)

」
の
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
取
得
し
ま
し

た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
機
能
を
通
じ
て

み
な
さ
ん
に
行
事
の
ご

案
内
な
ど
組
合
に
か
か

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

で
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ(

ラ

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
友
だ
ち
登
録

    　
大
建
労
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設

大建労ＬＩＮＥ

昨
年
中
止
の
無
念
晴
ら
し
て

　

ポ
イ
ン
ト
は
土
曜
日
と
、

「
ご
本
人
と
会
い
た
い
の
で

す
が
、い
つ
お
ら
れ
ま
す
か
」

と
明
確
に
伝
え
る
こ
と
で
す
。

土
曜
日
は
地
元
に
帰
っ
て
い

る
確
率
が
高
い
そ
う
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、行
事
や
議
員
本
人
が

出
向
い
て
国
民
と
会
う
こ
と

が
極
端
に
少
な
く
な
り
、こ

う
い
う
機
会
を
失
し
て
い
る

こ
と
で
、会
い
に
来
て
く
れ

る
の
を
待
っ
て
い
る
よ
う
な

言
い
方
も
し
て
い
ま
す
。

　

本
人
に
直
接
会
う
こ
と
が

大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、ど
う
ぞ
実
践
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

氏
、日
本
維
新
の
会
の
藤
田

文
武
氏
、自
由
民
主
党
の
佐

藤
ゆ
か
り
氏
、す
べ
て
議
員

ご
本
人
に
お
会
い
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

◇

　

寝
屋
川
支
部
で
は
地
元
国

会
議
員
要
請
の
行
動
で
は
ア

ポ
を
し
っ
か
り
取
る
こ
と
で

議
員
本
人
三
人
と
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

代
表
し
栃
山
税
対
部
長
と

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

立
憲
民
主
党
の
平
野
博
文

　【
寝
屋
川
・
渡
辺
典
臣
・
内

装
】七
月
に
地
方
選
出
国
会

議
員
の
要
請
活
動
に
支
部
を

本人に

アタッ
ク

全国青年技能競技大会
　

課
題
の
四
方
転
び
踏
み
台

の
作
製
を
競
い
合
い
、金
賞

に
は
角
田
脩
一
選
手（
建
設

埼
玉
）、銀
賞
に
は
髙
橋
豊
喜

（
埼
玉
土
建
）・
水
谷
秀
明（
三

重
県
労
）の
二
選
手
、銅
賞
に

は
前
垣
将
大
・
寺
田
洋
平（
兵

庫
県
連
）・
赤
井
立
矢（
東
京

都
連
）の
三
選
手
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

大
建
労
代
表
の
石
川
順
也

（
東
住
吉
平
野
）、原
豊（
堺
）、

田
中
瑛
治（
羽
曳
野
）の
三
選

手
も
健
闘
。

　

石
川
選
手
が
全
体
で
十
五

位
に
く
い
こ
み
み
ご
と
入

賞
。

　

原
・
田
中
両
選
手
も
時
間

内
に
作
品
を
完
成
さ
せ
、年

齢
制
限
の
た
め
今
回
が
最
後

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
る
三
選

手
全
員
が
有
終
の
美
を
飾
り

ま
し
た
。

　

全
建
総
連
は
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
技

能
者
登
録
推
進
、
見
え
る
化

評
価
推
進
支
援
と
し
て
申
請

料
の
補
助
を
行
な
い
ま
す
。

ぜ
ひ
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

未
加
入
の
方
も
組
合
に
加

入
す
れ
ば
対
象
に
な
り
ま
す

の
で
、
拡
大
月
間
中
の
声
か

け
に
も
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
技
能
者
登
録
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

対
象
期
間　

十
月
～
十
二
月

対
象
者　

四
月
の
料
金
改
定

が
あ
っ
て
か
ら
詳
細
型
で
技

能
者
登
録
を
し
た
組
合
員
の

方
。
払
込
証
明
書
が
必
要
で

す
。

支
援
金
額　

一
人
当
た
り

四
千
九
百
円
（
申
請
時
六
十

歳
以
上
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
請
の
場
合
四
千
四
百

円
）
。
先
着
二
百
人

・
見
え
る
化
評
価
推
進
支
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

対
象
期
間　

八
月
～
三
月

対
象
者　

見
え
る
化
評
価
を

受
け
た
組
合
員

対
象
職
種　

国
土
交
通
大
臣

の
認
定
を
受
け
た
見
え
る
化

評
価
基
準
の
全
職
種
。
す
で

に
大
臣
認
定
を
受
け
て
い
る

六
職
種
に
加
え
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
中
に
新
た
に
認

定
さ
れ
申
請
受
付
が
開
始
さ

れ
た
職
種
も
対
象

支
援
金
額　

上
限
一
万
一
千

円

　

例
年
十
一
月
第
一
日
曜
日

に
開
催
し
て
い
る
大
建
労
の

体
育
祭
は
、
開
催
方
法
も
模

索
し
な
が
ら
検
討
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
開
催
日
程
調
整

が
つ
か
ず
、
今
年
度
は
中
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

携
帯
用
丸
の
こ
盤
作
業
従

事
者
安
全
教
育
は
十
一
月

二
十
八
日
（
日
）
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み
十
一
月
十
九
日
ま

で
。

 

石
川
選
手
が
見
事
入
賞

　

 

原
・
田
中
選
手
も
大
健
闘
し

　
二
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
全
建
総
連

第
三
十
七
回
青
年
技
能
競
技
大
会
。
九
月

十
八
（
土
）
～
二
十
日
（
月
・
祝
）
、

島
根
県
松
江
市
・
く
に
び
き
メ
ッ
セ
に

二
十
一
県
連
・
組
合
か
ら
四
十
五
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

今
が
オ
ト
ク
　
申
請
登
録
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
よ

 

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

      

費
用
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

体
育
祭
中
止
に

ご
理
解
を

 

議
員
要
請
は
大
成
功
に

          

必
ず
ア
ポ
取
る
こ
と
が
大
切

入
賞
の
石
川
選
手

田中選手 原選手

寝屋川
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が
集
う「
青
年
部
」で
は
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ツ
ア
ー
に
野

球
大
会
や
子
ど
も
た
ち
と
参

加
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
。

　

女
性
組
合
員
や
配
偶
者
で

組
織
す
る「
主
婦
の
会
」で
も

ハ
イ
キ
ン
グ
、手
作
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
楽
し
い
催

し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
70
歳
以
上
の
シ
ル

バ
ー
世
代
を
対
象
に
し
た

「
悠
生
会
」も
楽
し
い
交
流
会

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

習
会
開
催
、技
能
検
定
な
ど

講
習
会
案
内
な
ど
資
格
取
得

を
お
手
伝
い
。

・
資
格
取
得
の
報
奨
金
も
。

・
耐
震
診
断
員
の
登
録
と
耐

震
診
断
の
紹
介
、仕
事
に
関

わ
る
制
度
の
周
知
・
学
習
会

の
開
催
な
ど
。

・「
建
設
業
の
許
可
」登
録
手

続
き
も
援
助
し
ま
す
。

・
求
人
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
で
参
加
で
き
る
体

育
祭
や
魚
釣
り
大
会
、若
者

　

共
済
制
度
は
組
合
員
同
士

の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
給
付
制
度
。掛
金
は
月

４
百
円
で
組
合
費
に
含
む
。

■
給
付
内
容

・
結
婚
祝（
本
人
）、出
産
祝

（
本
人
・
配
偶
者
）、成
人
祝

（
本
人
）
…
１
万
５
千
円

・
就
学
祝（
子
ど
も
の
小
学
校

入
学
時
）
…
１
万
５
千
円

・
傷
病
見
舞
給
付

・
火
災
見
舞
…
３
万
円

・
風
水
害
見
舞
…
５
千
円
ま

た
は
３
万
円

・
組
合
行
事
で
の
組
合
事
故

見
舞
い
給
付

・
死
亡
給
付（
本
人
）
…
３
万

～
30
万
円

・
配
偶
者
、家
族
死
亡
給
付

・
老
齢
脱
退
、脱
退
給
付
な
ど

※
給
付
に
は
、事
由
発
生
１

年
以
内
の
申
請
が
必
要（
脱

退
・
老
齢
脱
退
給
付
除
く
）で

あ
り
、組
合
費
の
完
納
な
ど

条
件
が
あ
り
ま
す
。組
合
費

滞
納
に
ご
注
意
を
。

■
お
得
な
制
度

・
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
と

提
携
、「
ワ
ン
デ
イ
ク
ー
ポ

ン
」が
利
用
で
き
ま
す
。

・
提
携
店（
大
建
労
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）で
組
合
員

証
を
提
示
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス

や
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｐ（
全
労
済
）の
共
済
制
度　

火
災
共
済
、交
通
共
済
、マ
イ

カ
ー
共
済
な
ど
。

■
ろ
う
き
ん
提
携
ロ
ー
ン

　

住
宅
ロ
ー
ン
や
カ
ー
ラ
イ

フ
ロ
ー
ン
、教
育
ロ
ー
ン
や

不
意
の
出
費
に
対
応
す
る

「
マ
イ
プ
ラ
ン
」ほ
か
、施
主

向
け
の
住
宅
ロ
ー
ン
も
。

■
賠
償
責
任
総
合
補
償
制
度

　

工
事
の
遂
行
中
、ま
た
は

工
事
を
し
た
個
所
が
原
因
と

な
っ
て
他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ

た
り
、他
人
の
物
を
壊
し
て

し
ま
っ
た
場
合
、法
律
上
の

賠
償
責
任
を
負
っ
て
支
払
う

べ
き
賠
償
金
や
裁
判
に
な
っ

た
と
き
の
弁
護
士
報
酬
な
ど

の
支
払
い
に
備
え
る
保
険
。

■
資
格
取
得・建
設
業
許
可

・
作
業
主
任
者
講
習
会
、二
級

建
築
士
受
験
講
座
な
ど
の
講

向
け
て
親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。ま
た
毎
月
第
三
木

曜
日
、弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
会
を
開
催（
要
予
約
、中

止
の
場
合
も
あ
り
）。

■
休
業
損
害
証
明　

交
通
事

故
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
、

休
業
損
害
請
求
の
基
と
な
る

証
明
を
組
合
が
し
ま
す
。

■
建
設
工
事
総
合
補
償
制
度

　

現
場
や
材
料
置
き
場
の
火

災
や
自
然
災
害
、盗
難
な
ど

の
被
害
を
補
償
す
る
保
険
。

し
、調
査
に
も
対
処
し
ま
す
。

■
建
設
業
退
職
金
共
済

■
仕
事
や
暮
ら
し
の
悩
み
を

解
決
す
る
た
め
に　

賃
金
や

代
金
の
不
払
い
に
あ
っ
た
と

き
も
、建
設
業
法
第
41
条「
元

請
の
立
替
払
い
」や
賃
金
確

保
法
の
活
用
な
ど
、解
決
に

■
大
建
国
保

■
労
災
保
険　

現
場
で
ケ
ガ

を
し
た
時
に
備
え
て
就
労
形

態
に
合
わ
せ
た
加
入
を
。

■
税
金
対
策　

申
告
相
談
会

や
記
帳
講
習
会
、一
括
申
告

で
税
金
対
策
も
バ
ッ
チ
リ
。

　

税
務
署
か
ら
の
呼
び
出

 

月
４
百
円
の
助
け
合
い

   

組
合
共
済
で
各
種
給
付
金
が

組合費滞納
にご注意を

全
労
済
・
労
金
や

お
店
と
も
提
携

青
年
・
シ
ル
バ
ー

女
性
交
流
の
場
も

 
税
金
対
策
や
不
払
い
相
談

   
仕
事
暮
ら
し
フ
ォ
ロ
ー
組合事業

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

持続化給付金の申請サポート会も開催しました

•••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

未
加
入
者
に

伝
え
て
下
さ
い

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

（
だ
い
け
ん
ろ
う
）
は

建
設
現
場
で
働
く
み
な

さ
ん
の
た
め
の
組
合
で

す
。

　

全
国
で
62
万
人
以

上
、
大
阪
で
１
万
２
千

人
の
仲
間
が
加
入
し
て

い
る
、
建
設
労
働
者
の

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

る
、
一
人
で
も
入
れ
る

労
働
組
合
で
す
。

　

組
合
員
を
増
や
し
、

地
域
や
自
治
体
へ
の
影

響
力
を
強
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
仕
事
や
く
ら

し
を
よ
く
す
る
制
度
、

政
策
な
ど
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

９
月
・
10
月
は
仲
間

を
増
や
す
組
織
拡
大
月

間
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

あ
な
た
の
身
近
な
建

設
現
場
で
働
く
組
合
未

加
入
の
方
々
に
、
ぜ
ひ

「
だ
い
け
ん
ろ
う
」
の

存
在
を
伝
え
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

（
同
二
千
円
分
）、青
年
部
長

賞（
同
千
円
分
）、参
加
賞（
同

三
百
円
分
）を
進
呈

応
募
締
め
切
り　

十
月
二
十

二
日（
金
）本
部
必
着

※
作
品
の
裏
側
に「
学
年
」

「
年
齢
」「
支
部
」「
組
合
員

と
お
子
さ
ん
の
氏
名
」を
必

ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
て
先　

〒
五
五
六
―
〇
〇

一
五　

大
阪
市
浪
速
区
敷
津

西
二
―
七
―
一
七　

大
阪
建

設
労
働
組
合　

青
年
部

の
方
は
ぜ
ひ
と
も
出
品
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇

【
募
集
要
項
】

テ
ー
マ　

夏
の
思
い
出

参
加
対
象　

組
合
員
の
お
子

さ
ん（
小
学
生
以
下
）

用
紙　

ハ
ガ
キ
～
Ｂ
４
ま
で

表
彰　

最
優
秀
賞
一
点
、優

秀
賞
五
点
、青
年
部
長
賞
一

点賞
品　

最
優
秀
賞（
三
千
円

分
の
ク
オ
カ
ー
ド
）、優
秀
賞

年
の
夏
に
や
り
た
い
こ
と
や

今
ま
で
の
夏
の
思
い
出
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
こ
と
を
、作
品

と
し
て
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
青
年
部
役
員
が
選

考
し
、各
賞
ご
と
に
賞
品
を

贈
呈
し
ま
す
の
で
、お
子
さ

ん
の
お
ら
れ
る
組
合
員
さ
ん

　

毎
年
お
子
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
て
い
る「
ち

び
っ
こ
お
絵
か
き
コ
ン
テ
ス

ト
」。今
年
の
テ
ー
マ
は「
二

〇
二
一
夏
の
思
い
出
」と
決

め
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、お
子
さ
ん
た
ち
が
今

　

お
絵
書
き
コ
ン
テ
ス
ト
に

　

作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い   

青年部

ふ
る
っ
て
応
募
を

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

運
用
利
回
り
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
建
退
共
に
加
入

し
て
い
る
方
が
こ
れ
ま
で
積

み
立
て
て
き
た
掛
金
へ
の
運

用
利
回
り
は
、
過
去
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
引
き
下
げ
は
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

積
み
立
て
中
の
掛
金
は
、

そ
の
期
間
中
の
運
用
利
回
り

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

二
〇
二
一
年
十
月
一
日
か

ら
建
設
業
退
職
金
共
済
制

度
（
建
退
共
）
の
運
用
利

回
り
が
現
行
の
三
％
か
ら

一
・
三
％
に
変
更
と
な
り
、

掛
金
日
額
（
証
紙
）
に
つ
い

て
も
、
現
行
の
三
百
十
円
か

ら
、
三
百
二
十
円
へ
十
円
引

　
【
門
真
・
舩
津
丸
ミ
ツ

エ
・
主
婦
の
会
】
主
婦
の

会
の
拡
大
行
動
と
し
て
住

吉
支
部
か
ら
の
応
援
要
請

を
得
て
電
話
訪
問
活
動
に

参
加
。

　

住
吉
支
部
事
務
所
に
七

人
が
集
合
し
て
組
合
員
さ

ん
の
名
簿
片
手
に
ス
タ
ー

ト
。
事
前
に
「
紹
介
者

カ
ー
ド
」
「
賃
金
ア
ン

か
ら
な
い
と
の
返
答
で
し

た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
し

ケ
ー
ト
」
な
ど
の
資
料
を

送
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

ま
ず
届
い
て
い
る
か
聞
く

と
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
わ

た
。

　

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
仕
事

は
ど
う
で
す
か
」
と
か
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
話
を
し
、

仲
間
を
増
や
す
話
ま
で
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

十
一
件
の
組
合
員
さ
ん
と

対
応
で
き
、
微
力
な
が
ら

主
婦
の
会
が
応
援
で
き
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。

住
吉
と
コ
ラ
ボ

電
話
訪
問
作
戦

主婦の会

建
退
共
の
利
回
り

掛
金
日
額
改
定
に

ン
ボ
イ
ス
）
方
式
」
を
本
格

実
施
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

十
月
一
日
か
ら
適
格
請
求
書

の
発
行
事
業
者
の
登
録
申
請

手
続
き
が
開
始
さ
れ
ま
す

が
、
制
度
導
入
ま
で
に
は
ま

だ
期
間
が
あ
り
、
慎
重
に
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

「
適
格
請
求
書
保
存
（
イ

ン
ボ
イ
ス
）
方
式
」
は
国
が

定
め
る
項
目
を
記
載
し
た

請
求
書(

レ
シ
ー
ト
含
む)

を

「
適
格
請
求
書
」
と
呼
び
、

そ
の
適
格
請
求
書
の
保
存
と

税
率
で
区
分
経
理
し
た
帳
簿

記
載
が
な
け
れ
ば
仕
入
税
額

控
除
を
認
め
な
い
と
す
る
仕

組
み
で
す
。

　

適
格
請
求
書
に
は
「
適
格

請
求
書
発
行
事
業
者
登
録
番

号
」
の
記
載
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
こ
の
登
録
番
号
は
事

業
者
の
申
請
に
よ
っ
て
税
務

署
が
付
番
す
る
も
の
で
、
免

税
事
業
者
の
ま
ま
で
は
登
録

(

番
号
の
取
得)

を
う
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

取
引
先
が
仕
入
税
額
控
除

す
る
こ
と
の
で
き
る
適
格
請

求
書
を
課
税
事
業
者
し
か
発

行
で
き
な
い
た
め
、
免
税
事

業
者
と
取
引
を
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
税
事
業
者
に

と
っ
て
は
値
引
き
を
求
め
な

い
限
り
、
制
度
導
入
前
は
控

除
で
き
た
消
費
税
相
当
額
を

自
ら
負
担
す
る
こ
と
に
。

　

そ
の
た
め
、
免
税
事
業
者

は
取
引
相
手
の
課
税
事
業
者

か
ら
「
課
税
事
業
者
に
な
る

か
取
引
を
終
了
す
る
か
」

「
控
除
で
き
な
い
消
費
税
相

当
額
の
値
引
き
」
な
ど
求
め

ら
れ
た
り
す
る
懸
念
も
あ
り

ま
す
。

　

免
税
事
業
者
の
方
は
免
税

の
ま
ま
で
い
る
か
、
課
税

事
業
者
に
な
る
か
な
ど
、

二
〇
二
三
年
十
月
の
制
度
導

入
ま
で
に
慎
重
に
検
討
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

国
は
二
〇
二
三
年
十
月
か

ら
「
適
格
請
求
書
保
存
（
イ免税事業者が排除されるリスクも

　

10
月
か
ら
登
録
申
請
開
始
に

　
　

慎
重
に
検
討
し
判
断
を   

　

取
引
に
影
響
及
ぶ
こ
と
必
至

　
　

問
題
点
の
追
及
が
必
要   


